
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 大問４【関数】 

出題例 大問７ 【相似の証明】 

【入試対策】 
中１～３の学習内容において教科書レベルの例題や練習問題は確実に解けるようにしていこう！ま

た、数値が多少扱いづらく（分数や小数）なっても的確に解答を導き出す計算力向上も「Math 

Marathon」を通じ養っていこう！近年、入試問題の内容や出題形式に毎年変化がみられる。他府県
入試の応用問題にも数多く触れ、「総合的な数学の力」を入試までに身につけよう！ 

【主な特徴】 
■大問数は例年通り７題であるが、設
問数は減少したため配点に変化あ
り。１問５点という配点が１０問！ 

■マークシート方式の導入に伴い、高
配点（１０点）の記述が消滅し、全体
的に問題難易度はやや易化。 

【出題形式・分析】 
問１：計算問題(記述・4問) 
どれも基本的な計算問題。満点が絶対条件。 

問２：小問集合(記述・4問) 
（ア）～（ウ）は例年通りの問１の延長線にあ

るような計算問題。(エ)の「相似」の問題がやや

難か。 

問３：小問集合(マークシート・5問) 
例年の問２がマークシートでの出題のために

分割された印象。(ウ)では昨年同様に「資料の整

理・中央値」からの出題。 

///////////ここまでで４０点取れる！////////// 

問４：関数(マークシート・3問)  
(ア) (イ)は例年通りの出題。(ウ)は三角形の

面積の二等分する直線の問題で、頂点からではな

いので難易度はやや高い。 

問５：確率(マークシート・2問) 
昨年から引き続き「確率」の大問。内容的には

往年のサイコロ２個を投げるもので、落ち着い

て、「サイコロ表」で数え上げれば大丈夫。 

問６：空間図形(マークシート・3問) 
出題形式は過去のものと大きく変化はなくオ

ーソドックスなもの。(ウ)においても「最短距離

＝展開図で直線」と考えていけばＯＫ。 

問７：平面図形(相似の証明・全記述 1問) 
「円周角の定理」を用いた「相似」の証明問題。

二等辺三角形、円周角はすぐに見えるが、もう 1

つは「三角形の外角」の性質を使っていく必要が

あり、苦戦した生徒もいたと予想される。 


